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近
年
、
老
朽
化
し
た
危
険
な
空
き
家
が
全
国
的
に
増
加
し
、
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
が
る
市
で
も
放
置
さ
れ
て
い
る
空

き
家
が
周
囲
に
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
事
例
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
本
来
、
空
き
家
は
個
人
の
財
産
で
あ
り
、
適
正
な
管
理
は
所

有
者
の
責
務
と
な
る
の
が
原
則
で
す
が
、
実
態
と
し
て
管
理
さ
れ

て
い
な
い
空
き
家
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
空
き
家
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
で
は
、

所
有
者
の
管
理
責
任
を
明
確
化
し
、
市
民
の
安
全
で
安
心
な
暮
ら

し
の
確
保
の
た
め
「
つ
が
る
市
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る

条
例
」
を
制
定
し
、
６
月
18
日
、
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
月
号
は
、
特
集
と
し
て
同
条
例
の
紹
介
と
、
空
き
家
問
題
の

実
態
や
解
決
に
向
け
た
方
策
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

空
き
家
問
題
を
考
え
る

「
つ
が
る
市
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
」
が
施
行

も
う
、放
っ
て
お
け
な
い

　

 
も
う
、放
っ
て
お
か
な
い

特集

安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
の
た
め
に



空き家問題を考える 

１
．
背
景

　

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
な

ど
を
背
景
に
、
近
年
、
居
住
者

が
な
く
利
用
予
定
の
な
い
空
き

家
が
全
国
的
に
増
加
し
て
い
ま

す
。
総
務
省
の
「
住
宅
・
土
地

統
計
調
査
」
に
よ
る
と
、
全
国

の
空
き
家
率
は
昭
和
58
年
以
降
、

増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
青
森

県
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
同
様
に
増

加
し
て
い
ま
す
。
平
成
20
年
で

は
、
全
国
の
空
き
家
率
が
13
・

1
％
、
青
森
県
で
は
14
・
6
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
１
）

　

つ
が
る
市
に
お
い
て
も
人
口

減
少
や
少
子
高
齢
化
は
進
展
し

（
図
２
、
３
）、
核
家
族
化
、

遠
隔
地
へ
の
居
住
、
経
済
的
事

情
な
ど
の
理
由
も
加
わ
り
市
内

の
空
き
家
は
年
々
目
立
つ
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
平
成
21

年
度
に
お
い
て
３
２
６
棟
の

空
き
家
が
確
認
さ
れ
、
こ
れ
は

木
造
住
宅
（
居
宅
）
全
体
の
約

2
・
6
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
は
適
正
に
管
理
さ
れ

て
い
れ
ば
問
題
あ
り
ま
せ
ん

が
、
管
理
が
行
き
届
か
ず
放
置

さ
れ
、
老
朽
化
が
進
む
と
、
防

災
、
防
犯
、
防
火
、
生
活
環
境

に
支
障
を
及
ぼ
し
、
近
隣
住
民

が
不
安
を
感
じ
た
り
、
被
害
を

受
け
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

近
年
、
放
置
空
き
家
に
関
す

る
市
民
か
ら
の
相
談
件
数
が
増

加
し
、
平
成
23
年
度
は
８
件
、

24
年
度
は
30
件
の
空
き
家
に
関

す
る
情
報
提
供
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

２
．
放
置
空
き
家
へ
の
対
応

　

市
で
は
こ
れ
ま
で
、
管
理
不

全
の
空
き
家
に
関
す
る
苦
情
や

相
談
を
受
け
、
そ
の
解
消
を
図

る
た
め
、
所
有
者
・
相
続
人
等

の
特
定
や
連
絡
を
取
り
合
い
、

近
隣
住
民
や
関
係
者
の
協
力
の

も
と
、
空
き
家
対
策
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
一
部
事
例
を
紹
介

し
ま
す
。

図１ 住宅総数・空き家数・空き家率の推移

特集

図２　つがる市の人口、世帯数の推移（住民基本台帳） 図３　つがる市の高齢化率の推移（住民基本台帳）
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事例１
　自治会長から木造平屋建空き家に関する情報提供があり確認
したところ、屋根のトタンの一部がはがれ、風で飛ばされるお
それがある状態だった。県外に居住している所有者を特定し、
連絡したところ、建物の管理は、建物の近所に住んでいる親戚
に頼んでいるとのこと。しかし、その親戚も高齢のため定期的
な管理ができない状況であった。文書で所有者に適正な処置を
促したところ、数カ月後に解体が実施された。

事例２
　近隣の住民から木造２階建空き家の２階部分の屋根が崩落し
危険であるとの情報が寄せられ、現地を確認した。老朽化と雪
の重みにより破損したものと推測された。建物周辺の道路は車
両の交通量も多く通学路にもなっていることから、所有者（市
外在住）を特定し連絡した。しかし、お金がなく解体等の管理
ができず、また、近所や親類で管理をお願いできる人もいない
とのこと。自治会への寄附の意向もあったが、土地所有者の問
題も抱え交渉が滞っている。
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３
．
空
き
家
の
問
題
点

　

空
き
家
は
所
有
者
の
財
産
で

あ
り
、
空
き
家
と
い
う
だ
け
で

問
題
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
所
有
者
が
十
分
な
管
理
を

行
わ
ず
放
置
す
る
こ
と
で
老
朽

化
し
、
さ
ら
に
年
月
が
経
過
す

る
と
次
の
よ
う
な
危
険
な
状
態

を
招
い
た
り
、
市
民
生
活
を
脅

か
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

● 

雪
や
風
な
ど
に
よ
り
建
物
が

倒
壊
し
た
り
、
屋
根
な
ど
建

物
の
一
部
が
飛
び
散
り
、
近

隣
住
民
や
通
行
人
な
ど
に
被

害
を
与
え
る
危
険
性
が
あ
る
。

● 

災
害
時
に
崩
壊
す
る
こ
と
に

よ
り
避
難
路
を
閉
塞
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
。

● 

勝
手
に
建
物
に
侵
入
さ
れ
、

犯
罪
や
火
災
等
を
誘
発
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
。

● 

雑
草
や
病
害
虫
、
悪
臭
な
ど

の
発
生
に
よ
り
周
囲
の
生
活

環
境
に
悪
影
響
を
与
え
る
お

そ
れ
が
あ
る
。

● 

ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
の
低
下
や
観

光
振
興
・
商
業
振
興
へ
悪
影

響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

　

ま
た
、
空
き
家
は
個
人
財
産

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
が
改
善

に
対
し
て
介
入
し
づ
ら
く
、
同

時
に
、
所
有
者
に
管
理
責
任
を

問
う
法
的
根
拠
に
つ
い
て
も
判

断
基
準
や
手
続
き
が
明
確
で
な

い
こ
と
か
ら
、
対
応
が
困
難
な

状
況
と
な
って
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

● 

所
有
者
の
所
在
が
わ
か
ら
な

い
● 
相
続
放
棄
等
に
よ
り
相
続
人

が
確
定
で
き
な
い

●
所
有
者
の
責
任
感
の
欠
如

● 

所
有
者
に
修
繕
、
解
体
す
る

経
済
力
が
な
い

な
ど
個
人
財
産
で
あ
る
が
ゆ
え

の
問
題
も
多
く
、
対
策
が
進
み

に
く
い
と
い
う
課
題
に
直
面
し

て
い
ま
す
。

４
．
条
例
の
制
定

　

空
き
家
の
管
理
は
、
所
有
者

の
責
務
と
な
る
の
が
原
則
で
す

が
、
実
態
と
し
て
適
正
な
管
理

が
行
わ
れ
て
い
な
い
空
き
家
が

発
生
し
、
今
後
も
管
理
を
放
棄

さ
れ
た
危
険
な
空
き
家
の
増
加

が
予
想
さ
れ
ま
す
。↙

空き家問題を考える特集
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な
ぜ
空
き
家
が
生
ま
れ
る
の
か
。
私

は
地
元
に
仕
事
の
場
が
少
な
い
こ
と
が

大
き
な
原
因
だ
と
思
い
ま
す
。
昔
は
長

男
が
家
の
跡
継
ぎ
に
な
る
と
決
ま
っ
て

い
た
が
、
今
は
農
業
で
生
計
を
立
て
て

い
く
の
が
難
し
い
。
農
家
の
後
継
者
と

な
っ
た
が
、
借
金
問
題
で
家
を
出
て
し

ま
い
、
空
き
家
に
な
っ
た
例
も
知
っ
て

い
ま
す
。

　

地
域
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
っ
た

面
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
仕
事
や
生

活
様
式
、
人
々
の
考
え
方
が
大
き
く
変

わ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
助
け
合
い

の
精
神
は
あ
っ
て
も
、
仕
事
を
犠
牲
に

で
き
な
い
、
自
分
の
生
活
を
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
現
実
が
あ
り
ま

す
。

　

管
理
で
き
な
く
な
っ
た
空
き
家
に
は
、

相
続
問
題
、
借
金
問
題
な
ど
個
人
的
な

問
題
が
複
雑
に
か
ら
み
合
っ
て
い
る
こ

と
が
多
い
。
そ
こ
に
町
内
会
や
市
が
介

入
し
て
い
く
の
は
な
か
な
か
難
し
く
、

所
有
者
が
わ
か
っ
て
も
別
な
問
題
が
現

れ
、
な
か
な
か
前
に
進
ま
な
い
こ
と
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
今
回
つ
が
る
市
で
条
例
が
で

き
て
、
市
の
関
与
も
定
め
ら
れ
、
法
的

根
拠
を
も
っ
て
最
善
の
方
法
で
対
処
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
し
、
町
内

会
で
も
協
力
は
惜
し
ま
な
い
つ
も
り
で

す
。

　

空
き
家
問
題
は
、
雇
用
、
農
業
、
少

子
高
齢
化
社
会
な
ど
現
代
社
会
が
抱
え

る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
も
た
ら
し
た
結

果
で
あ
り
、
根
本
的
解
決
の
た
め
に
は

空
き
家
問
題
だ
け
で
な
く
、
広
い
視
野

で
問
題
解
決
に
臨
む
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
私
の
住
む
豊
富
町
内
会

に
は
約
２
５
０
軒
の
世
帯
が
あ
り
、
空

き
家
と
思
わ
れ
る
家
が
36
軒
あ
り
ま
す
。

う
ち
10
軒
く
ら
い
は
管
理
状
態
も
あ
ま

り
良
く
な
い
の
で
将
来
的
に
問
題
と
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
空
き
家
問
題
の
背
景
に
あ
る
も
の
」

　　　　　　つがる市の空き家問題、空き家対策について聞きました。

つがる市自治会連合会　会長　林　　嗣 郎 



　

そ
こ
で
、
市
で
は
市
民
の
安

全
で
安
心
な
生
活
の
確
保
の
た

め
、
市
内
に
所
在
す
る
空
き
家

等
の
適
正
管
理
を
図
り
、
所
有

者
の
管
理
義
務
、
管
理
責
任
を

明
確
化
し
、
こ
れ
が
果
た
さ
れ

な
い
も
の
に
つ
い
て
、
一
定
の

基
準
を
設
け
て
市
が
関
与
し
て

い
く
こ
と
を
定
め
た
「
つ
が
る

市
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に

関
す
る
条
例
」
の
制
定
を
進
め
、

本
年
６
月
、
市
議
会
定
例
会
で

提
案
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
同

条
例
で
は
、
所
有
者
に
よ
る
空

空き家問題を考える 特集

き
家
の
管
理
責
任
を
基
本
原
則

に
定
め
た
う
え
で
、
適
正
な
管

理
に
関
す
る
市
の
指
導
、
勧
告
、

命
令
、
公
表
、
行
政
代
執
行
が

規
定
さ
れ
、
条
例
制
定
に
よ
り

市
が
所
有
者
の
適
正
管
理
を
指

導
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
民
、
地
域
、
行
政
が
連
携

し
て
空
き
家
問
題
に
対
応
し
、

地
域
の
よ
り
良
い
生
活
環
境
を

維
持
す
る
た
め
、
そ
の
基
本
と

な
る
「
つ
が
る
市
空
き
家
等
の

適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
」
は

次
の
と
お
り
で
す
。
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木
作
町
内
会
（
木
造
）
に
は
団
地
を

除
い
て
約
２
４
０
軒
あ
り
ま
す
が
、
空

き
家
は
22
軒
、
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し

世
帯
が
23
軒
、
高
齢
者
世
帯
が
23
軒
あ

り
ま
す
。
22
軒
の
空
き
家
の
う
ち
、
約

半
分
は
高
齢
者
施
設
に
入
っ
て
い
て
、

こ
こ
５
年
く
ら
い
で
増
え
て
き
て
い
ま

す
。

　

た
だ
、
私
た
ち
の
町
内
会
で
は
、
隣

近
所
の
付
き
合
い
や
親
類
の
つ
な
が
り

が
深
く
、
あ
る
程
度
の
空
き
家
の
維
持

管
理
は
今
の
と
こ
ろ
で
き
て
い
ま
す
。

ど
う
し
て
も
個
人
で
手
の
届
か
な
い
側

溝
清
掃
や
薬
剤
散
布
、
草
刈
り
な
ど
を

町
内
会
で
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。
町
内

会
の
活
動
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
夏

の
ネ
ブ
タ
祭
り
や
年
末
の
三
十
三
俵
奉

納
な
ど
人
が
集
ま
り
や
す
い
祭
り
な
ど

の
行
事
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
準
備

な
ど
大
変
な
面
も
あ
り
ま
す
が
、
町
内

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
や
団
結
の
た
め
、

多
少
無
理
し
て
で
も
続
け
て
い
く
努
力

を
し
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
へ
の
問
題
意
識
に
つ
い
て
は
、

現
実
に
問
題
と
向
き
合
わ
な
い
と
な
か

な
か
関
心
は
出
て
こ
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
た
だ
、
今
後
、
私
た
ち

の
町
内
会
で
も
後
継
者
も
親
戚
も
い
な

い
家
が
増
え
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
危

険
な
空
き
家
が
増
え
、
雪
で
壊
れ
て
道

路
に
倒
れ
た
り
、
風
で
屋
根
が
吹
き
飛

ん
だ
り
、
草
が
の
び
て
ゴ
ミ
が
捨
て
ら

れ
た
り
、
悪
臭
や
景
観
の
問
題
も
懸
念

さ
れ
ま
す
。
今
あ
る
危
険
な
空
き
家
の

対
処
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
今
後
５
年

先
、
10
年
先
の
対
策
を
練
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問

題
も
あ
り
ま
す
が
、
空
き
家
に
な
る
可

能
性
の
あ
る
家
に
将
来
ど
の
よ
う
に
管

理
す
る
の
か
意
向
を
伝
え
て
も
ら
う
よ

う
な
取
り
組
み
は
で
き
な
い
も
の
で

し
ょ
う
か
。
将
来
、
大
き
な
問
題
と
な

る
前
に
個
人
、
町
内
会
、
行
政
が
連
携

し
て
今
か
ら
対
策
を
始
め
る
こ
と
が
重

要
と
思
い
ま
す
。

「
５
年
先
、10
年
先
を
見
据
え
た
対
策
を
」

市民に最も身近な存在である自治会、町内会の代表お二人に　　　　　INTERVIEW
木作町内会　会長　白 戸　英 行
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条
例
制
定
の
目
的

　

こ
の
条
例
は
、
管
理
不
全
な

空
き
家
等
の
倒
壊
事
故
、
犯
罪
、

火
災
等
を
未
然
に
防
止
し
、
市

民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の

実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
ま
す
。

 

空
き
家
等
と
は

　

市
の
区
域
内
に
所
在
す
る
常

時
無
人
で
１
年
以
上
居
住
し
て

お
ら
ず
、
今
後
も
居
住
す
る
見

込
み
の
な
い
状
態
に
あ
る
建
築

物
を
い
い
、
倉
庫
や
土
地
な
ど

も
含
み
ま
す
。
た
だ
し
、
土
地

に
つ
い
て
は
、
空
き
家
の
敷
地

及
び
空
き
地（
宅
地
、雑
種
地
）

を
対
象
と
し
て
お
り
ま
す
。

 

危
険
な
状
態
と
は

　

主
に
防
災
、
防
犯
、
防
火
及

び
生
活
環
境
に
支
障
を
及
ぼ
す

状
態
を
判
断
基
準
と
し
て
お
り

ま
す
。

 

所
有
者
等
と
は

　

民
法
に
規
定
す
る
空
き
家
等

を
管
理
す
る
者
と
し
て
お
り
ま

す
。

 

所
有
者
等
の
責
務
と
は

　

本
来
空
き
家
等
は
、
市
の
管

理
権
限
の
及
ば
な
い
財
産
で
あ

り
、
所
有
者
等
は
、
常
に
空
き

家
等
を
適
切
に
管
理
す
る
責
任

と
義
務
が
あ
り
ま
す
。

 

条
例
の
主
な
内
容

（
情
報
提
供
）

　

管
理
不
全
な
状
態
に
あ
る
空

き
家
等
の
情
報
提
供
を
促
す
こ

と
を
規
定
し
た
も
の
で
、
情
報

提
供
を
求
め
る
こ
と
で
、
所
有

者
等
の
意
識
や
地
域
の
関
心
を

高
め
る
狙
い
が
あ
り
ま
す
。

（
実
態
調
査
）

　

空
き
家
等
の
所
有
者
等
や
空

き
家
等
の
実
態
を
調
査
で
き
る

こ
と
を
規
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

調
査
内
容
は
、
空
き
家
等
の

外
観
調
査
、
周
辺
住
民
か
ら
の

聞
き
取
り
、
建
物
等
の
登
記
調

査
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
立
入
調
査
）

　

実
態
調
査
で
は
、
危
険
な
状

態
か
判
断
で
き
な
い
場
合
な
ど
、

敷
地
内
に
立
入
り
、
調
査
を
認

め
る
も
の
で
あ
り
、
立
入
る
際

は
、
関
係
人
か
ら
の
請
求
に
応

じ
ら
れ
る
よ
う
身
分
証
明
書
を

携
帯
す
る
も
の
で
す
。

（
緊
急
安
全
措
置
）

　

空
き
家
等
が
暴
風
や
豪
雪
等

に
よ
り
危
険
な
状
態
で
緊
急
を

要
す
る
場
合
や
所
有
者
自
ら
が

対
応
で
き
な
い
と
申
し
出
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
必
要
最
低

限
の
措
置
を
講
じ
危
険
を
回
避

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
緊
急
安
全
措
置
を
講

じ
る
際
は
、
所
有
者
等
の
同
意

を
得
て
、
そ
の
措
置
を
講
じ
た

費
用
に
つ
い
て
は
、
所
有
者
へ

負
担
を
求
め
ま
す
。

（
助
言
又
は
指
導
）

　

危
険
な
状
態
に
あ
る
空
き
家

等
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
よ

う
、
所
有
者
等
に
対
し
助
言
や

指
導
を
行
い
ま
す
。

（
勧
告
）

　

助
言
や
指
導
を
行
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
必
要
な
措
置
を

行
わ
な
か
っ
た
場
合
は
、
期
限

を
定
め
て
必
要
な
措
置
を
講
じ

る
よ
う
勧
告
し
ま
す
。

（
命
令
）

　

勧
告
に
基
づ
く
必
要
な
措
置

を
期
限
ま
で
に
講
じ
な
い
と
き

は
、
期
限
を
定
め
て
、
行
政
処

分
と
し
て
は
最
も
重
い
命
令
処

分
を
行
い
ま
す
。

（
公
表
）

　

正
当
な
理
由
が
な
く
命
令
に

従
わ
な
い
場
合
、
所
有
者
等
の

氏
名
等
を
掲
示
板
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
公
表
し
ま
す
。

（
代
執
行
）

　

命
令
処
分
、
公
表
を
行
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
に
従

わ
な
い
場
合
は
、
最
終
的
な
手

段
と
し
て
行
政
代
執
行
法
に
基

づ
き
代
執
行
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
代
執

行
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
は
、

所
有
者
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

（
関
係
機
関
と
の
連
携
）

　

緊
急
を
要
す
る
場
合
、
警
察

等
の
関
係
機
関
と
緊
密
な
連
携

を
図
る
も
の
で
す
。

Ｑ
行
政
は
何
を
す
る
の
？

Ａ 

市
民
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い

た
情
報
を
基
に
、
空
き
家
の

状
況
を
確
認
し
、
改
善
が
必

要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、

所
有
者
に
対
処
を
お
願
い
し

ま
す
。

Ｑ 

空
き
家
の
解
体
に
補
助
金
は

出
な
い
の
で
す
か
？

Ａ 

空
き
家
は
個
人
の
財
産
で
す

の
で
、
そ
の
管
理
は
所
有
者

が
行
う
義
務
を
負
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
そ
の
管
理

に
要
す
る
費
用
は
所
有
者
が

負
担
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す

の
で
、
市
か
ら
の
補
助
金
は

あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ 

倒
壊
等
の
危
険
性
が
高
ま
る

な
ど
、
緊
急
の
場
合
の
対
応

は
ど
う
な
る
の
？

Ａ 

基
本
的
に
は
所
有
者
の
対
応

を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
通
行
人
や
近
隣
家

屋
に
被
害
が
及
ぶ
と
判
断
し

た
場
合
は
、
所
有
者
に
替
わ

り
応
急
的
な
対
策
を
行
う
場

合
が
あ
り
ま
す
。

つ
が
る
市
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例

つ
が
る
市
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例

条例が議決された市議会6月定例会

空
き
家
条
例
Ｑ
＆
Ａ



５
．
空
き
家
問
題
解
決
の
た
め
に

 

も
う
、
放
っ
て
お
け
な
い

　

こ
れ
ま
で
は
、
空
き
家
所
有

者
に
管
理
責
任
を
問
う
法
的
根

拠
や
、
空
き
家
対
策
の
具
体
的

な
判
断
基
準
、
手
続
き
が
明
確

に
定
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
ん
な
中
、
空
き
家
を

「
放
っ
て
お
く
こ
と
」（
放
置
）

が
増
え
、
空
き
家
問
題
を
引
き

起
こ
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
、

最
終
的
に
行
政
代
執
行
ま
で
規

定
し
た
条
例
が
制
定
さ
れ
、
空

き
家
を
「
放
っ
て
お
け
な
い
」

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

 

管
理
責
任
を
果
た
す
た
め
に

　

条
例
の
基
本
ル
ー
ル
は
「
所

有
者
が
空
き
家
の
管
理
責
任
を

果
た
す
」
こ
と
で
す
。
こ
れ
か

ら
空
き
家
に
な
る
場
合
あ
る
い

は
、
す
で
に
空
き
家
と
な
っ
て

い
る
場
合
、
管
理
責
任
を
果
た

す
た
め
に
は
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
す
れ
ば
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
。

● 

長
期
間
留
守
に
す
る
時
は
隣

近
所
や
町
内
会
・
自
治
会
な

ど
に
連
絡
先
を
伝
え
て
お
く
。

● 

定
期
的
に
見
に
来
て
戸
締
ま

り
を
確
認
し
た
り
、
家
屋
な

ど
に
破
損
が
な
い
か
点
検
す

る
。

● 

周
囲
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
た

り
危
険
な
状
態
に
あ
る
場
合

は
、
早
急
に
修
繕
や
改
修
、

撤
去
な
ど
適
切
な
処
置
を
行

う
。

● 

自
分
で
管
理
で
き
な
い
場
合

は
業
者
や
知
り
合
い
の
方
な

ど
に
管
理
を
依
頼
す
る
。

　

そ
し
て
こ
れ
ら
を
実
行
す
る

た
め
に
は
、
困
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
ら
相
談
し
合
え
る
人
間

関
係
の
構
築
、
つ
ま
り
「
普
段

か
ら
の
家
族
や
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
大
切
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

「
放
っ
て
お
け
な
い
」
か
ら

　

「
放
っ
て
お
か
な
い
」
へ

　

今
回
、
空
き
家
を
「
放
っ
て

お
け
な
い
」
ル
ー
ル
が
で
き
ま

し
た
。
し
か
し
、「
放
っ
て
お

け
な
い
」
を
押
し
付
け
合
う
社

会
で
は
な
く
、

　

自
ら
空
き
家
の
管
理
責
任
を

果
た
す
「
放
っ
て
お
か
な
い
」

所
有
者
が
一
人
で
も
増
え
、

　

困
っ
て
い
る
人
を
「
放
っ
て

お
か
な
い
」
地
域
（
町
内
会
や

自
治
会
等
）
が
一
つ
で
も
増
え
、

　

空
き
家
対
策
を
「
放
っ
て
お

か
な
い
」
行
政
が
条
例
に
基
づ

い
て
対
応
す
る
。

　

そ
ん
な
つ
が
る
市
の
姿
を
願

い
ま
す
。
す
べ
て
は
市
民
の
安

全
で
安
心
な
暮
ら
し
の
た
め
に
。
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空
き
家
を
危
険
な
状
態
で
放
置
し
た
結
果
、
雪
で
建
物
が
倒

壊
し
た
り
、
強
風
で
建
物
の
一
部
が
飛
散
す
る
な
ど
し
て
他
人

に
被
害
を
与
え
た
場
合
、
空
き
家
の
所
有
者
（
相
続
人
な
ど
建

物
を
管
理
す
べ
き
人
を
含
む
）
に
対
し
て
賠
償
責
任
を
問
わ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、
定
期
的
に
様
子
を
見
る
な

ど
状
況
を
確
認
し
、
周
囲
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
た
り
危
険
な
状

態
に
あ
る
場
合
は
、
早
急
に
修
繕
や
改
修
、
撤
去
な
ど
適
切
な

処
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
空
き
家
敷
地
内
の
樹
木
や
雑
草
の
除
去
、
害
虫
駆
除
、

冬
期
間
の
屋
根
の
雪
下
ろ
し
な
ど
維
持
管
理
に
努
め
、
近
隣
の

住
民
に
不
安
を
与
え
た
り
迷
惑
を
掛

け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
空
き
家
の
適

正
な
管
理
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
自
分
で
維
持

管
理
が
で
き
な
い
場
合
は
業
者
や
知

り
合
い
の
方
等
に
委
託
す
る
な
ど
所

有
者
（
管
理
者
）
の
責
務
を
果
た
さ

れ
る
よ
う
併
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】総
務
課　

電
話
42

－

２
１
１
１(

内
線
３
４
５)

空
き
家
を
適
正
に
管
理
し
ま
し
ょ
う

空
き
家
等
の
適
正
な
管
理
は　

　
　
　

所
有
者
等
の
責
務
で
す

日頃からのコミュニティ活動が空き家問題
解決の鍵にもなりうる




